
「赤ちゃんとのふれあい体験を通 して、生命の尊さ

や親としての責任を知ろう」と市浦中学校 3年 生を対

象に、「けと1・ の方、れあいセミナー」が村コミュニテ ィ

センターで |;‖ かれました。

参加した生徒たちは「赤ちゃんの機嫌をとるのは思

ったよ I)人 変」「これか′)は 男111も 育児ができないと」

などと、それぞれ感想を述べていました。
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切

目
扁
目
酬
目

二
本
の
道
路
跡
検
出

高
度
な
都
市
計
画
づ
く
り

推:定‐安藤氏館あ調査②

,‐tP峰

十
三
湊
遺
跡
の

多
彩
な
生
活
跡
と
遺
物

俗
博
物
館
が
推
定
し
て
い
た
堀
跡

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

東
西
方
向
に
二
本
の
道
路
が
検
出

布
堀
状

（ぬ
の
は
り

・
柵
が
倒
れ

め
て
造

っ
た
も
の
）
の
柵
列
が
見

つ
か
り
、
柵
列
遺
構
の
切
り
合
い

作
り
替
え
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
．

七
〇

ｃｍ
前
後
で
、
こ
の
道
路
も
同

港
の
中

′し、
を
通
る
南
北
の
中
軸
街

街
路
と
今
回
検
出
し
た
道
路
の
位

路
よ
り
も
か
な
り
奥
ま

っ
た
場
所

石
川
県
の
珠
洲
で
焼

か
れ
た
陶
磁
器
類
や
　
・一

品

な

ど

が

出

土

し

、

椀

、

瀬

戸

の
香

炉

な

辺
に
身
分
の
高
い
人
達
が
住
ん
で

の
生
活
跡
が
検
出
さ
れ
る
割
に
は

陶
磁
器
類
の
出
土
が
少
な
い
の
は
、

翌蒙
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地
籍
図
爾
治
時
３
と
の

一
　

　

　

整

合

性

地
籍
図
と
は
、
誰
が
ど
の
土
地

構
造
を
復
元
す
る
の
に
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
は
、
こ
の
地
籍
図
か

す
。
今
回
の
調
査
区
と
昨
年
度
に

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
調
査
し

た
場
所
を
地
籍
図
で
比
較
す
る
と

お
も
し
ろ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
見

っ
か
っ
て
い
る
道
路
跡
が
、
明
治

さ
ら
に
、
去
年
発
掘
し
た
館
北
側

道
路
が

一
致
す
る
こ
と
が
分
か
り

敷
境
が
、
中
世
の
道
路
を
直
接
表

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

使

っ
て
遺
跡
全
体
を
推
定
、
復
元

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し

ま
た
、
今
回
明
治
時
代
の
地
籍

図
が
、
中
世
の
十
三
湊
の
都
市
計

能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

と
は
、
第
二
地
区
で
検
出
さ
れ
た

後
で
約
四
分
の

一
町
の
間
隔
と
な

屋
敷
境
の
区
画
の
線
と

一
致
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
お
そ
ら

く
、
屋
敷
境
の
下
に
は
道
路
跡
が

存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

民
俗
博
物
館
が
調
査
し
た
発
掘
区

の
道
路
が
、
屋
敷
境
の
線
に
の
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
ｏ

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ｏ
新

聞
紙
上
で
は
、
連
日
の
よ
う
に
発

掘
調
査
の
成
果
が
掲
載
さ
れ
、
こ

え
る
ほ
ど
の
歴
史
的
発
見
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
縄
文

山
遺
跡
が
良
い
例
で
し
ょ
う
。

で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
当
村

史
民
俗
博
物
館
の
調
査
に
よ
っ
て

た
ち
が
学
ん
で
き
た
歴
史
と
は
、

簡
潔
に
言
え
ば

「中
央
か
ら
見
た

歴
史
」
で
あ
り
、
農
業
中
心
の
国

し
て
東
北
地
方
の
中
心
で
あ
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
遠
く
樺
太
や
北

け
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え

が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
重

が
市
浦
村
に
あ
る
の
で
す
。

一
．．．．．儡

一

．．．．一皿
甜
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資 ミ■、綿『 言撃Fき
るんだ」と

電

５

‐ヽに

製

輌

選
抜
小
学
生
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
青
森

大
会
が
十

一
月
三
日
、
県
総
合
運

動
公
園
県
民
体
育
館
で
開
か
れ
、

女
子
の
部
で
十
三
小
学
校
が
健
闘
、

見
事
第
二
位
に
輝
き
ま
し
た
。

回
戦
高
田
小
を
そ
れ
ぞ
れ
フ
ル
セ

惜
し
く
も
優
勝
し
た
船
沢
小
学
校

た
が
、
選
手
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

バ
レ
ー
部
は
天
坂
徳
幸
部
長
、

体
の
若
い
チ
ー
ム
。
来
年
は
今
年



(5)広 報ιチろ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
友
好
町
村
で
あ
る
北
海
道
上
ノ
国

町
の
最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、
高
松
隆
三
市

浦
村
長
が
基
調
講
演
を
行

っ
た

「追
分
ラ
イ
ン
青
年
フ
ォ
ー

ラ
ム
日
本
海
ど
ん
と
こ
い
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
フ
オ
ー
ラ
ム
に
は
、
今
回
　
　
夜
は
町
内
の
青
年
の
自
宅
に
ホ
ー

青
函
イ
ン
タ
ー
プ
ロ
ツ
ク
交
流
圏
　
　
ム
ス
テ
ィ
。
翌
日
は
、
勝
山
館
跡

構
想
の

一
環
と
し
て
、
県
内
の
西
　
　
を
見
学
し
、
フ
オ
ー
ラ
ム
に
は
約

北
地
域
と
北
海
道
桧
山
管
内
十
町
　
　
百
人
の
青
年
男
女
が
参
加
し
ま
し

と
の
広
域
的
な
交
流
を
始
め
よ
う
　
　
た
。

と
し
た

「青
函
歴
史
探
険
隊

（当
　
　
　
高
松
村
長
は

「十
三
湊
と
日
本

さ
ん
が
参
加
ご
が
十
月
二
十

一
日
　
　
中
世
の
津
軽
十
三
湖
を
拠
点
に
独

上
ノ
国
町
を
訪
問
し
て
、
桧
山
の
　
　
自
の
日
本
海
交
流
が
栄
え
、
日
本

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
展
開
さ
れ
た
事
実
を
紹
介
し
、

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

基
調
口
演
す
る
高
松
村
長

し
て
情
報
発
信
を
続
け
た
い
」
と

や
札
幌
に
対
抗
で
き
る
独
自
の
青

語
り
か
け
ま
し
た
。

峡
を
越
え
た
親
善
の
輸
が
広
が
り
、

下水道整備事業アンケ■トー|,|■ |■ざ|
‐ ■ |‐・   ‐

調査結果にういそ
6月 下旬から7月 上旬にかけて行った、下水道整備事業

のアンケー ト結果についてお知 らせ します。

いずれかに○をつける貿間について)

加入しないのいずれかに○をつける」の質問



か

れ

た

西

北

の
金

ヶ
崎

町

西

根

　

　

任

、　

一
番

北

方

の
砦

は

盛

岡

市

　

　

と

頼

む

勇

士

が

今

日

皆

討

死

し

安
種
墨
早
の

勝
躍
硼
　
　
　
　
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
鎮
守
府
　
　
の
厨
川
柵
で
し
た
。
安
倍
軍
最
　
　
ま
し
た
。」
と
答
え
た
と
い
う
こ

の
南
に
は
大
麻
生
野
の
柵
が
あ
　
　
北
の
牙
城
で
す
。
こ
の
よ
う
な
　
　
と
で
す
。
合
掌
。

た
い
は
『

‐ま ．
漱
制
開
に
は
は
れ
　
　
脚
ヽ
義
獅
御

の 。
商
邦
詢
辟
胸
喘
　
　
は
喘

な 一
議
¨
働
嚇
静
〔
針
嬌
癖

　ヽ
　
　
島
姜
蟹
硝
等
巌
盟
洛
オ
″

れ
る
破
目
に
い
た
り
ま
し
た
。
　
　
は
瀬
原
の
柵
が
あ

っ
て
、
物
部
　
　
勝
ち
軍
の
勢
力
に
乗
じ
た
頼
義
　
　
　
九
月
十
日
、
頼
義
が
さ
ら
に

こ
の
鳥
海
の
柵
は
、
弟
の
宗
　
　
維
正

。
安
倍
貞
行

・
安
倍
時
任
　
　
軍
に
次
つ
ぎ
と
落
城
し
て
い
く
　
　
鳥
海
柵
を
攻
略
し
よ
う
と
し
て

任
士
旦
理
権
大
夫
藤
原
経
済
（清
　
　
等
、
さ
ら
に
鳥
海
柵
の
北
方
黒
　
　
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
の
刻

（午
後

一
時
頃
）
に
自

輌
ゆ
罐
」
に
け
¨

鎮 っ
蒙
け
れ
蹄
　
　
は
現
同
〔
脚
割
師
時
に
無
帥
雌
　
　
　
舞
孵
曇
勲

・
浄
鷹
柵
陥
ち
る
　
　
嚇
嘲
賊
剛
鰯
れ
ば
特
け
卿
和
厳

連
勝
の
勢
に
乗
し
た
頼
義
軍
　
　
ま
し
た
。

は
九
月
七
日
に
自
鳥
村
に
進
軍
　
　
　
相
次
ぐ
負
戦
さ
に
す
っ
か
り

し
、
八
日
に
兵
を
三
分
し
て
大
　
　
戦
意
を
失
な

っ
た
安
倍
軍
は
意

麻
生
野
と
瀬
原
の
二
柵
に
攻
撃
　
　
気
消
沈
す
る
こ
と
お
び
た
だ
し

安
倍
軍
は
勇
を
ふ
る
っ
て
防
　
　
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
貞
任
も

戦
に
必
死
と
な
り
ま
し
た
け
れ
　
　
止
む
な
く
最
後
の
居
館
厨
川
に

ど
も
、
官
軍
の
猛
攻
撃
に
敵
す
　
　
決
戦
の
望
み
を
か
け
た
も
の
で

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
ず
大
麻
　
　
し
ょ
う
か
、
再
び
倉
皇
と
し
て

生
野
柵
が
陥
落
し
、
瀬
原
柵
も
　
　
一ホ
任

・
経
清
等
と
と
も
に
鳥
海

ま
た
落
ち
、
守
将
ら
が
皆
戦
い
　
　
柵
を
棄
て
て
厨
川
の
柵
に
走
る

頼
義
の
将
士
鳥
海
欄
の
醇
酒
を
む
さ
ぼ
る

柵
の
物
部
維
正
だ
け
が
脱
出
し
　
　
も
交
え
る
こ
と
な
く
敗
走
し
た

て
、
北
方
の
鳥
海
柵
軍
と
合
流
　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
北
奥
の
豪

と
で
す
。
作
者
は
勝
者
に
味
方

し
て
記
録
を
残
し
ま
す
。

勝

者

の
気

色

満

面

義
は
将
士
を
率
い
て
館
中
に
入

り
ま
す
と
、
濃
厚
な
濁
酒
が
数

打
ち
舌
を
鳴
ら
し
て
皆
争

っ
て

こ
れ
を
み
た
頼
義
は
、
酒
が

虜
の
兵
に
毒
味
を
さ
せ
た
が
何

の
異
状
も
な
か
っ
た
の
で
、
「
こ

の
上
は
何
の
差
支
え
も
な
い
。

十
分
に
飲
ん
で
鋭
気
を
養
う
が

気
陶
然
と
し
て
酔
う
ま
ま
に
万

歳
を
叫
ぶ
有
様
で
し
た
。

頼
義
も
酔
う
に
つ
れ
て
、
面

「我
れ
は
、
鳥
海
柵
の
有
名
を

聞
い
て
ぜ
ひ

一
度
形
勢
を
見
た

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
た
だ
今

く
こ
の
柵
に
入
る
こ
と
が
で
き

御
辺
、
わ
が
顔
色
を
ど
う
み
ら

拝
す
る
と
、
今
や
白
髪
が
半
分

こ
の
上
厨
川
の
柵
を
破

っ
て
、

全
部
黒
く
変
り
、
尊
体
も
少
壮

の
よ
う
に
ま
る
ま
る
と
肥
え
る

の
心
境
や
如
何
。

北

方

の

諸

館

落

ち

る

八
幡
太
郎
義
家
は
、
安
倍
四

郎
正
任
の
黒
沢
尻
の
柵
を
攻
め

て
こ
れ
を
抜
き
ま
す
。
ま
た
、

加
藤
修
理
進
景
通
と
荒
川
太
郎

与
鳥
の
柵
に
攻
め
て
、
ま
た
こ

今
や
、
安
倍
軍
の
諸
砦
が
尽

く
陥
り
、
残
す
と
こ
ろ
厨
川
の

柵
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
頼

厨
川
柵
を
屠
む
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
陸
中
国
岩
手
郡
厨
川
村
大

字
下
厨
川
に
あ

っ
た
館
で
、
土



情報をお寄せ<ださい

し 5世
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯教   平成6.11.1現在

ご協力ありがとう

共同募金が目標額を突破
〈市浦村社会福祉協議会〉

村営住宅入居者募集

お正月はふるさとで

帰省・上京バスをご利用ください

⑩ 2月 24讐 2瑠肥2瑠 2階 23冒鋼
暉脚 □ ゆ四 ゆ
□ ゆ囲・□
CttE)綱昭階帽昭階瑠躍昭1踏

□ ゆ□ 中□ 中
□ 中国 >紆

⇔

保険料を納めましょう
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● 標語部Fヨ く市浦中学校〉

◆

●
小
学
校
四
年
生

●
小
学
校
五
年
生

▽

ご

結

婚

稀
笠』　動　一
一椰　［一

鋼
脚
綱
「
一『
「一

籍
　剛　岬香赫
一『　華一

舞
曲
文
“
一は
「一

⌒］田待　美香“
一嘩　馴一

麓
機
議
“
一軒
た一

輸
田略　鞠　一
一脚野［一

爾
　制　劃代一
一凱　一契

∩閣日日口日日Ｕ

小
山
内
　
　
　
周

（磯
松
）
０
歳

工
　
藤
　
貞
　
一二

（脇
元
）
８４
歳

藤
　
田
　
サ

■

（磯
松
）
９２
歳

●
小
学
校

一
年
生

▽
ｖ

お

誕

生

相

川

裕

貴

（十
三

茂

規

亀

田

勇

季

（十
三

秀

幸

奈

良
　
尚

悟

（大
田
）
雄
　
喜

加

納

地

球

（十
三

雅

春

藤

田
　
芽

衣

（磯
松
）
範
　
道

小
山
内
　
　
周

（磯
松
）
　

仁

齊

藤

真

衣

（脇
こ

仁

志

◆

●
小
学
校
三
年
生


